
次期社会的養育推進計画の策定について（案）

■ 計画見直しの背景

平成28年の改正児童福祉法の理念のもと、新しい社会的養育ビジョンで掲げられた取組を通じ、家庭養育優先原則を徹底し、こど

もの最善の利益の実現のため、国の都道府県社会的養育推進計画の策定要領に基づき、令和2年～11年度を計画期間とする大阪市社

会的養育推進計画を策定し、里親等委託の推進をはじめとした取組を行ってきた。

その後、児童虐待相談対応件数のうち、在宅での支援の対応を行う必要のあるケースが数多く存在すること等から、令和4年6月に

児童福祉法が改正され、虐待等に至る前の予防的支援策、親子関係再構築に向けた支援として、こども家庭センターを中心とした相

談支援体制と家庭支援事業の構築が盛り込まれた。

このたび、令和4年改正児童福祉法の内容を反映し、現行計画との継続性を踏まえつつ、適切にPDCAサイクルを運用する観点から、

取組の進捗状況を測る統一的な評価のための指標を設定するなどした「次期都道府県社会的養育推進計画」の策定要領がこども家庭

庁から発出される予定。次期計画は令和7～11年度の5年間を1期として令和6年度末までに策定することとされている。

【現行計画における課題への対応】

●多くの項目について整備目標が不明確 など

【改正児童福祉法（令和4年6月成立）の内容を反

映】

●子育て世帯に対する包括的な支援のための体制強

化・事業の拡充

●一時保護所及び児童相談所による児童への処遇や

支援、困難を抱える妊産婦等への支援の質の向上

●社会的養育経験者等に対する自立支援の強化

●児童の意見聴取等の仕組みの整備

●一時保護開始時の判断に関する司法審査の導入

など

■ 新たな計画に記載すべき事項・今後の進め方

■ 次期都道府県計画の見直しの方向性について

令和6年1月

こども青少年局

①社会的養育の体制整備の基本的考え方と全体像の策定

②当事者であるこどもの権利擁護の取組（意見聴取・意見表明等支

援）

③こども家庭支援体制の構築に向けた取組

④支援を必要とする妊産婦の支援に向けた取組

⑤各年度における代替養育を必要とするこども数の見込み

⑥一時保護改革に向けた取組

⑦代替養育されているこどものパーマネンシー保障に向けた取組

⑧里親等への委託の推進に向けた取組

⑨施設の小規模化・地域分散化・高機能化及び多機能化、機能転換

に向けた取組

⑩社会的養護自立支援の推進に向けた取組

⑪児童相談所の強化等に向けた取組

⑫障害児入所施設における支援

新たな計画に記載すべき事項

令和6年1月の社会的養育専

門部会において説明後、令和

6年5月から5回程度部会を

開催し計画案を策定

◆ポイント

・当事者であるこども（社会

的養護経験者を含む）を計画

策定委員会等の委員に複数名

選任

・里親や施設等に在籍してい

るこどもに対してヒアリング

やアンケートによる意見聴取

・計画策定時に区の意見を反

映

・（仮称）第３期こども計画

等との整合を図る

今後の進め方

■ 次期計画（R7～R11）策定スケジュール（案） R６．１時点

資料３



３月R７．１～２月

令
和
６
年
度

７月 ８月 ９月 １０月 １１月４月 ５月 ６月 １２月

※記載事項③については、（仮称）第３期こども計画策定の進捗にあわせ、第2回又は3回で議論

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 R６．１月 ２月 ３月

令
和
５
年
度

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

こ
ど
も
家
庭
庁
へ
計
画
提
出

Ｒ
５

第
１
回

社
会
的
養
育
専
門
部
会
開
催

素
案
作
成

Ｒ
６

第
１
回

社
会
的
養
育
専
門
部
会
開
催

(

記
載
事
項
①
⑤
⑦
⑧
⑨
に
つ
い
て
）

（
ヒ
ア
リ
ン
グ
・
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
に
つ
い
て
）

Ｒ
６

第
２
回

社
会
的
養
育
専
門
部
会
開
催

（記
載
事
項
③
④
⑥
⑪
⑫
に
つ
い
て
）

Ｒ
６

第
３
回

社
会
的
養
育
専
門
部
会
開
催

（
記
載
事
項
②
⑩
に
つ
い
て
）

Ｒ
６

第
４
回

社
会
的
養
育
専
門
部
会
開
催

（計
画
素
案
）

Ｒ
６

第
１
回

児
童
福
祉
審
議
会

（計
画
素
案
策
定
状
況
報
告
）

Ｒ
６

第
５
回

社
会
的
養
育
専
門
部
会
開
催

（パ
ブ
コ
メ
結
果
・最
終
案
）

Ｒ
６
第
3
回

児
童
福
祉
審
議
会
（
計
画
策
定
）

Ｒ
５

第
１
回

児
童
福
祉
審
議
会

こ
ど
も
教
育
部
会

(

計
画
素
案)

こ
ど
も
教
育
部
会
（最
終
案
）

代
替
養
育
を
必
要
と
す
る
こ
ど
も
数
の
調
査

等

計
画
に
記
載
す
べ
き
12
事
項
の
検
討

国
よ
り
策
定
要
領
の
発
出(

時
期
未
定)

【策定に当たっての留意事項（国「論点整理等」より抜粋）】

・当事者であるこども（社会的養護経験者を含む）を計画策定委員会等の委員に複数名選任した上で意見

聴取

・里親等や施設等に在籍しているこどもに対してヒアリングやアンケートによる意見聴取

・計画策定時に市区町村の意見を反映

・子ども・子育て支援事業計画等との整合

大阪府・堺市、関係局との連携、（仮称）第３期こども計画との整合
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